
3336 松下　寛和

施肥　　有機質･土壌改良剤・化学肥料など（購入の場合はメーカー名記入） ２/２
＜土づくりの使用資材・肥料について＞ 使用量はkg/10a

化成 化成 化成

N% P% K% 使用量 使用時期 回数 化成窒素kg 使用量 使用時期 回数 化成窒素kg *化学肥料　

牛糞堆肥 牛糞 元肥 2000 8/20 1 0.0 2000 8/20 1 0.0
窒素分で比較して　　当地比 5 割減

苦土石灰 消石灰、マグネシウム 元肥 100 8/30 1 0.0 100 8/30 1 0.0
窒素使用量
（kg/10ａ）

FTE 微量要素 元肥 4 9/2 1 0.0 4 9/2 1 0.0 22

豆リッチ 被覆尿素、苦土
JA物流かごしま
配合肥料工場

13 1.1 11 11 元肥 100 9/2 1 1.1 100 9/2 1 1.1 11

バクタモン 微生物資材 追肥 40kg 9/20 1 0.0 40kg 9/20 1 0.0 *節減対象農薬

シーソル 海藻液肥　1000倍 100 追肥 270ml
10/15,27

,11/5
3 0.0 270ml

10/15,27
,11/5

3 0.0
　　　　　　　　　　　　　当地比 5 割減

オーガニカ
糖蜜、乳酸菌、酵母菌 他

500倍
JA 0 追肥 180ml 10/16 1 0.0 180ml 10/16 1 0.0

節減対
象農薬

地域の慣行防除

オーガニカ
糖蜜、乳酸菌、酵母菌 他

 1000倍
JA 0 追肥 210ml

10/27,1
1/17

2 0.0 210ml
10/27,1

1/17
2 0.0

土壌消
毒剤

プロテックα
カルシウム、天然ワックス
1000倍　福岡県第4891号

0.5 0.5 追肥 120ml 11/17 1 0.001 120ml 11/17 1 0.001 除草剤

殺虫剤

殺菌剤

その他
薬剤

合計 18 36

病虫害の防除　　　使用した天然防除資材・自作資材・農薬（成長調整剤、展着剤等を含む） 使用量/10a

希釈倍率 使用量 使用時期 回数 カウント 希釈倍率 使用量 使用時期 回数 カウント 商品 成分

土壌消毒 クロピク８０
3-6ml/

穴
1 7L 9/5 1 1 1 2

殺虫 パダンＳＧ水溶剤
1500～
3000

100～
300L

1 1500 120L 11/17 1 1 3 3

殺虫 ハチハチフロアブル
1000～
2000

100～
300L

1 2 2

殺虫 デルフィン顆粒水和剤 1000
100～
300L

0 - -

殺虫 マブリック水和剤２０ 4000
100～
300L

1 3 3

殺虫 グレーシア乳剤
2000～
3000

100～
300L

1 2000 90L 10/27 1 1 2 2

殺虫 プレオフロアブル 1000
100～
300L

1 1000 90L 10/15 1 1 2 2

殺虫 ブロフレアＳＣ
2000～
4000

100～
300L

1 2000 90L 11/5 1 1 3 3

殺菌 アフェットフロアブル 2000
100～
300L

1 3 3

殺菌 日農イオウフロアブル
500～
1000

100～
300L

0 1000 120L 11/17 1 0 - -

殺菌 Ｚボルドー 500
100～
300L

0 - -

殺菌 セイビアーフロアブル２０ 1000
100～
300L

1 3 3

殺菌 スクレアフロアブル 2000
100～
300L

1 2000 90L 11/5 1 1 3 3

殺菌 プロパティフロアブル 3000
100～
300L

1 3 3

備考：

リストの中から最大で、
化成肥料(窒素成分) 11kg/10a、節減対象農薬(成分カウント) 18回までの使用。
5割減 5割減で表示します。

2024/11/30　時点実績
1.1kg、6回

マンデストロビン 灰色かび病

ピリオフェノン うどんこ病

銅
べと病、斑点細菌病、
軟腐病、褐斑細菌病

フルジオキソニル 灰色かび病

ペンチオピラド 灰色かび病、さび病

硫黄 うどんこ病

ピリダリル
ヨトウムシ類、ハモグリ
バエ類

ブロフラニリド
ウラナミシジミ、ヨトウム
シ類

フルバリネート
アザミウマ類、ヒラズハ
ナアザミウマ

フルキサメタミド
ヨトウムシ類、アザミウマ
類、ハモグリバエ類

トルフェンピラド ナモグリバエ

ＢＴ ヨトウムシ類

クロルピクリン 1年生雑草、ハリガネムシ、ネキリムシ、セン
チュウ類、立枯病、白絹病

カルタップ
ウラナミシジミ、ナモグリ
バエ

計画使用量

計画回数

分類 商品名 原料/成分名 ﾒｰｶｰ（購入先) 使用目的
計画 実績 使用回数上限

慣行使用量

スナップエンドウ ニムラサラダスナップ

【慣行農法との比較】
全
Ｋ%

有機率(％) 使用目的
計画 実績

化学肥料

商品名 原料 ﾒｰｶｰ（購入先)
全
Ｎ%

全
Ｐ%

計画（作業、施肥、防除など） 実績（防除）

１月 収穫

２月 収穫

３月 収穫 ～3/中

４月

５月

６月

７月

８月 施肥、耕起

９月 施肥、防除、播種 クロピク８０

１０月 施肥、防除 プレオF、グレーシア乳剤

１１月 防除、収穫
ブロフレアＳＣ、スクレアＦ、パダンＳ
Ｇ、日農イオウF

１２月 収穫

収穫 11/下～

収穫

播種 9/10 9/7 新えんどう配合

10/16 施肥

耕起 8/下 8/25 施肥

実績（作業） 実績（施肥） 令和6年8月下旬

令和6年8月下旬

令和6年9月10日

令和6年9月10日

令和6年11月下旬

令和7年3月中旬終了：

終了：

収穫開始：

終了：

定植開始：

終了：

播種開始：

耕起開始：
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